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石桜同窓会
盛　岡　市　長　田　町

岩手高等学校内
印刷山口北州印刷

赤坂俊夫君温新会長に

平
成
6
年
度
石
桜
岡
詔
会
鰻
重
は
去
る
1
0
月
2
1

日
勧
午
後
6
時
か
ら
百
名
余
の
参
加
で
、
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
で
開
催
。

今
年
は
例
年
の
醜
事
の
は
か
、
同
窓
会
規
約
の

改
正
、
役
員
の
改
遺
が
響
義
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

退任（城拶をする松見会長　　　　　　　　総会での審議

総
会
は
松
見
得
明
会
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
西
在
家
寛
校
長

か
ら
は
生
徒
藷
君
の
最
近
の
文

化
・
体
育
両
面
で
の
活
動
紹
介

を
含
め
た
祝
辞
で
開
会
し
た
。

◆
規
約
改
正
の
零
点

議
長
に
は
旧
18
回
生
の
山
口

徳
治
郎
君
を
選
出
、
議
事
は
会

務
報
告
、
平
成
5
年
度
一
般
会

計
決
算
報
告
及
び
特
別
会
計
決

算
報
告
と
審
議
の
眉
に
進
め
ら

れ
、
盛
合
穀
六
（
旧
1
4
回
生
）

者
が
監
査
報
告
を
し
た
。

今
回
の
規
約
改
正
の
要
点
は

次
の
通
り
で
あ
る
。裏窓第於雅量碧

U
理
事
の
中
か
ら
新
た
に
常
任

理
事
を
選
出
し
、
常
任
理
事

は
事
業
の
企
画
立
案
や
会
長

が
必
要
と
認
め
た
事
項
の
審

議
検
討
、
理
事
会
の
議
案
作

成
に
当
た
る
。

吻
本
会
の
経
費
は
従
来
の
入
会

金
、
終
身
会
雷
の
ほ
か
、
寄
付

そ
の
他
に
よ
っ
て
運
営
す
る
。

◆
新
役
員
決
ま
る

次
い
で
役
員
改
選
に
移
り
、

選
出
さ
れ
た
新
役
員
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

会
　
長
　
赤
坂
俊
夫
（
旧
9
）

監
　
事

鱒
沢
　
昇
（
旧
は
）

藤
原
仁
左
衛
門
（
旧
1
4
）

村
井
紀
之
（
新
1
8
）

照
井
安
彦
（
旧
9
）

盛
合
穀
六
（
旧
1
4
）

竹
花
国
夫
（
新
8
）

新
た
に
同
窓
会
長
に
就
任
し

た
赤
坂
俊
夫
君
は
「
一
且
は
固

辞
し
た
が
、
母
校
に
対
す
る
愛

情
か
ら
受
け
た
」
と
、
抱
負
を

述
べ
な
が
ら
挨
拶
。
3
5
年
に
亘

っ
て
情
熱
を
も
っ
て
会
を
リ
ー

讐籍紀等E；蒜芸

ド
し
た
松
見
会
長
か
ら
も
感
慨

を
込
め
て
の
退
任
挨
拶
が
あ
っ

て
、
総
会
を
閉
じ
た
。

な
お
、
松
見
絡
明
前
会
長
、

栃
内
松
四
郎
前
副
会
長
は
顧
問

に
就
任
し
た
。

◆
懇
親
会
盛
会
種
に

懇
親
会
は
さ
ら
に
参
加
者
が

増
え
て
盛
会
と
な
っ
た
。

新
旧
役
員
は
そ
れ
ぞ
れ
壇
上

で
改
め
て
挨
拶
。
会
の
後
半
で

は
選
挙
の
近
い
近
隣
町
村
長
、

盛
岡
市
議
・
県
議
、
あ
る
い
は

盛
岡
市
長
選
を
め
ざ
す
立
候
補

予
定
者
か
ら
も
自
己
紹
介
、
所

信
表
明
等
も
行
わ
れ
、
師
弟
、

先
輩
、
後
輩
久
し
ぶ
り
の
交
歓

が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
た
。

鯛
錯
絹
か
ら
答
申

昨
年
度
の
総
会
の
決
定
に
基

い
て
、
同
怒
会
運
営
検
討
委
員

会
は
同
窓
会
の
活
性
化
を
図
る

目
的
で
、
今
年
は
じ
め
か
ら
協

議
を
重
ね
た
。
極
め
て
熱
心
な

1
回
の
会
議
の
結
果
ま
と
め
ら

れ
た
答
申
の
主
な
内
容
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

◎
組
織
の
充
実
と
強
化
の
た

め
　
－
　
理
事
の
見
直
し

事
業
や
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
実
施

母
校
岩
手
中
・
高
校
の
創

立
記
念
日
は
大
正
1
5
年
2
月

1
1
日
で
あ
る
か
ら
、
平
成
7

年
の
2
月
で
70
周
年
と
な

る
。
津
田
の
学
農
社
を
巣
立

っ
た
創
立
者
の
三
田
義
正
翁

は
樹
齢
血
年
を
超
す
桜
ご
と

き
植
物
が
周
囲
2
1
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
1
・
7
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
巨

岩
を
割
る
よ
う
に
し
て
生
え

て
き
た
石
割
り
桜
を
見
て
、

そ
の
苦
難
に
打
ち
克
っ
て
花

を
咲
か
せ
る
生
き
様
に
人
間

育
成
を
思
い
立
ち
、
燃
え
に

燃
え
て
吉
田
松
陰
の
松
下
村

塾
が
脳
裏
を
走
り
、
官
公
立

学
校
の
あ
る
な
か
で
恐
ら
く

石
桜
塾
な
る
も
の
に
夢
を
託

し
て
創
立
し
た
の
が
岩
手
中

学
校
で
あ
っ
た
と
思
う
。

明
治
維
新
の
よ
う
に
、
わ

が
国
特
有
の
皇
室
と
国
民
の

繁
栄
を
願
い
な
が
ら
、
朝
日

の
よ
う
な
輝
き
と
正
し
い
道

を
歩
む
人
間
を
造
る
た
め
に
、

校
規
の
三
大
綱
領
に
「
積
農
・

き
に
あ
こ
が
れ
る
。
こ
れ
は

土
井
晩
翠
作
詞
の
校
歌
で
あ

る
が
、
と
く
に
布
き
遠
き
に

あ
こ
が
れ
る
の
一
節
の
よ
う

に
長
い
歴
史
の
中
で
幾
多
の

優
秀
な
人
材
が
育
ち
、
社
会

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
憮

悸
感
に
か
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
教
職
員
が
必
死
に
な
っ

て
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
。
し

か
し
そ
の
効
果
を
い
か
に
発

拝
さ
せ
る
か
が
今
後
の
問
題

母
校
の
発
展
に
寄
与
せ
ん

重
昭
・
養
正
」
を
校
訓
と
し

た
そ
の
理
想
に
は
全
く
敬
服

の
他
は
な
い
。

大
沢
川
原
も
と
を
お
く
、

わ
が
中
学
の
同
じ
窓
、
希
望

の
光
身
に
浴
び
て
、
心
ひ
と

し
く
す
こ
や
か
に
、
高
き
遠

石
柱
同
窓
金
蔓
　
赤

で
活
躍
し
て
い
る
。

し
か
し
端
的
に
物
を
申
せ

ば
、
現
在
こ
の
綱
領
が
果
た

し
て
持
続
し
ど
の
位
生
か
さ

れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
勉
学
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
次
第
に
他

の
高
校
に
追
い
抜
か
れ
て
い

坂
　
俊
　
夫

と
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

同
窓
会
と
は
会
則
に
も
あ

る
よ
う
に
親
睦
、
交
誼
は
当
然

な
が
ら
、
ま
す
ま
す
近
密
な
同

窓
生
の
接
点
を
模
索
せ
ね
ば

な
ら
な
い
し
、
最
も
重
要
な
こ

と
は
同
窓
生
が
母
校
の
発
展

に
い
か
に
寄
与
す
る
か
と
い

う
こ
と
だ
と
思
う
。
更
に
そ
の

方
法
を
検
討
し
、
編
み
出
す
こ

と
が
今
後
の
大
き
な
課
題
と

思
わ
れ
る
。
母
校
の
発
展
と

同
時
に
、
優
秀
な
人
材
が
世
に

出
て
活
躍
す
る
こ
と
に
よ
り
、

同
窓
生
同
士
が
社
会
に
お
い

て
肩
身
が
広
く
な
り
、
母
校

と
同
窓
生
の
一
体
感
が
生
ま

れ
て
く
る
の
が
当
然
で
あ
る
。

最
後
に
活
躍
さ
れ
て
こ
ら

れ
た
松
見
符
明
前
会
長
と
、

会
長
を
熱
く
支
援
さ
れ
て
こ

ら
れ
た
役
員
の
方
々
に
心
か

ら
そ
の
労
を
射
し
、
今
後
も

変
わ
ら
ぬ
大
き
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
戴
き
、
そ
の
功
績
を
汚

さ
ぬ
よ
う
に
精
進
す
る
こ
と

を
響
い
た
い
と
思
う
。

平 成 6 年 度 予 算 案 平 成 5 年 度 決 算 報 告

Ⅰ 経 常部 Ⅰ 経常部

収入 の部 収 入の部

（円） （円）

科　　　　 目 本 年度予算額 科　　　　 目 決　 算　 額

会　　　　　　 雷 1 ．26 0 ．000 会　　　　　　 費 1．35 0 ．000
入　　 会　　 金 75 6 ．000 入　　 会　　 金 8 10 ．000
総　 会　 会　 券 代 50 0 ．000 総　 会　 会　 券 代 400 ．000
利　　　　　　 子 10 ．000 利　　　　　　 子 1 ．679
雑　　 収　　 入 1 ．00 0 ．000 雑　　 収　　 入 691 ，800
特 別 会 計 か ら 2 ．500 ．000 繰　　 越　　 金 524 ．368
鰻　　 j竣　　 金 18 1 ．305 合　　　　　　 計 3 ．777 ．847
合　　　　　　 計 6 ．20 7 ．305 支 出の部

支 出の部 会　　 議　　 雷 1 ．163 ．052
会　　 議　　 費 1．00 0 ．000 石 桜 会 補 助 金 240 ．03 1
石 一蛙 会 補 助 金 25 0 ．000 印　　 刷　　 雷 251 ．320
印　　 刷　　 費 2 ．80 0．000 慶　　 弔　　 雷 50 ．574
慶　　 弔　　 雷 5 0 ．000 通　　 信　　 費 989 ，764

通　　 信　　 費 1 ．00 0 ．000 事　　 務　　 費 3 ．139

事　　 務　　 費 2 0 ．000 事　 務　 手　 当 60 ．000
事　 務　 手　 当 6 0，000 維　　　　　　 雷 338 ．662
維　　　　　　 雷 30 0 ．000 基　 金　 部　 編　 入 500 ．000
基　 金　 部　 編　 入 50 0 ．000 予　　 備　　 費 0
予　　 備　　 費 2 27 ．305 合　　　　　　 計 3 ．596 ．542
合　　　　　　 計 6 ．20 7 ．305

ⅠⅠ 特別 会計 （基 金部）
ⅠⅠ 特 別会計 （基金 拡】

経 常 部 よ り編 入 5 00 ，000 経 常 郡 よ り編 入 0
利　　　　　　 子 10 0 ，000 利　　　　　　 子 122 ．2 13
返　　 戻　　 金 70 0 ．00 0 返　　 戻　　 金 500 ．0 00
繰　　 越　　 金 4 ．423 ．36 1 繰　　 越　　 金 3 ．801 ．148
▲　　　　　　　 什 5 ．723 ．36 1 合　　　　　　　 計 4 ＿423 ＿3 61

◎
生
徒
の
活
動
支
援
体
制

－
　
用
具
そ
の
他
の
補

助
、
ク
ラ
ブ
指
導

者
に
対
す
る
慰
労
、

臨
時
的
特
別
支
援

◎
同
窓
会
、
総
会
参
加
者
増

の
た
め
に

－
　
年
次
テ
ー
マ
の
設

定
、
懇
親
会
運
営

の
輪
番
制

総
会
の
冒
頭
で
松
見
前
会
長

は
、
本
年
度
会
務
の
特
筆
す
べ

き
活
動
と
し
て
こ
の
検
討
萎
員

会
の
答
申
を
と
り
あ
げ
た
が
、

理
事
の
一
部
改
選
や
、
常
任
理

事
の
新
設
は
こ
の
委
員
会
の
答

申
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、

同
窓
会
の
活
性
化
へ
踏
み
出
す

一
歩
と
な
っ
た
。

石
桜
同
窓
会
運
営
検
討
壷
員

長
は
鱒
沢
昇
（
旧
は
）
君
。

委
員
は
次
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

った。

太
田
代
俊
雄
（
旧
1
）

大
志
田
武
（
旧
は
）

藤
沢
芳
雄
（
旧
は
）

大
坪
幸
平
（
旧
1
7
）

山
口
徳
治
郎
（
旧
1
8
）

藤
田
雄
平
（
新
6
）

田
中
義
男
（
新
8
）

須
賀
靖
朗
（
新
1
3
）

武
藤
正
吾
（
新
1
4
）

村
井
紀
之
（
新
18
）

砂
子
田
進
（
新
2
0
）

村
上
照
五
郎
手
痛
奉

菊
池
治
雄
（
〃
〉

l 亨年蓮 生 徒 募 集 要 項 l

高　 等　学　 校 中　学　校

推　　 薦　 三　一　　 般 －
募　集　定　員 約50名　　　　　 200名 20名

出　願　期　間 1月10日（火〉
～1月13日用飴

l空7月莞日独 2空曹月曾日増

試　験　期　日 1月18日㈱ 2月1日㈱ 3月5日（印

試　験　科　目 数・美（2科目） l凱地理美（5科白） 国語・算数

選　抜　方　法製微熱㌍調篭と嘲 鵬合　 格　 発　 表 1 月2帽 錮 2 月8 日㈱ 3 月10日（釦

入筆手続締切日 1 月27日（釦 2 月17日㈱ 3 月171引錮

毎

月

納

付

金

授　 業　 料 18．000円 18．00 0円 不　 要

施　 設　 費 5．00 0円 5．000円 1，000円

右 横 会 費 700円 70 0円 700円

P T A 会雷 20 0円 200円 200円

計 23，90 0円 23．900円 1．900円

◆中学校は授業料を徴収しません。

◆寄宿舎の施設があります。

事務局　 〒020　盛岡市長田町 7 番60号

℡0196－24－4445㈹

新
連
立
与
党
（
自
民
・
社
会
・

さ
き
が
け
）
と
旧
連
立
与
党
＝

現
野
党
連
合
（
新
生
・
日
本
新
・

民
社
・
公
明
・
そ
の
他
諸
派
）

は
、
そ
の
政
策
に
お
い
て
ど
う

違
う
の
か
。
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら

ん
ぞ
。
十
一
月
二
十
一
日
に
新

選
挙
制
度
が
成
立
し
た
が
、
こ

の
新
制
度
の
も
と
、
各
党
は
政

策
の
違
い
を
国
民
に
問
い
、
審

判
を
あ
お
ぐ
こ
と
に
し
た
の
で

は
な
い
か
。
し
か
る
に
、
だ
。

新
連
立
与
党
も
野
党
連
合
も
、

国
際
貢
献
P
K
O
積
極
推
進
、

外
交
方
針
は
国
連
重
視
、
日
の

丸
、
君
が
代
、
自
衛
隊
O
K
、

米
輸
入
自
由
化
や
む
な
し
、
福

祉
財
源
確
保
の
た
め
間
接
税
引

き
上
げ
等
々
、
主
た
る
政
策
が

全
く
同
じ
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。
こ
の
与
野
党
を
横
断
し
た

形
で
孝
二
の
社
民
リ
ベ
ラ
ル
新

党
が
で
き
る
と
い
う
が
、
同
じ

だ
ろ
ー
な
し
こ
れ
じ
ゃ
。
違

う
の
は
共
産
党
ぐ
ら
い
の
も
ん

だ
。
こ
れ
で
選
挙
す
る
意
味
が

あ
る
の
か
な
ー
。
ほ
ん
の
二
、

三
年
前
ま
で
は
政
治
に
う
と
い

筆
者
で
も
、
何
と
か
違
い
が
分

か
っ
て
い
た
ぞ
。
自
民
党
は
自

由
放
任
経
済
主
義
、
自
主
憲
法

制
定
が
党
是
だ
。
ミ
リ
オ
ネ
ラ

ー
も
ホ
ー
ム
レ
ス
も
夢
じ
ゃ
な

い
。
社
会
党
や
共
産
党
は
、
そ

の
名
の
通
り
社
会
主
義
社
会
や

共
産
主
義
社
会
を
目
指
す
党
だ

っ
た
。
民
社
党
は
、
自
由
経
済

と
個
人
の
財
産
は
守
る
が
社
会

主
義
的
福
祉
を
充
実
さ
せ
て
、

国
民
全
体
の
生
活
水
準
の
底
上

げ
を
目
指
す
党
だ
っ
た
は
ず
だ

し
、
公
明
党
も
似
た
よ
う
な
も

ん
で
し
ょ
。
そ
れ
が
ぜ
ー
ん
ぶ

一
つ
の
タ
ン
ゴ
に
な
っ
て
、
そ

れ
を
ま
た
二
つ
に
割
っ
て
、
ど

っ
ち
が
い
い
か
っ
た
っ
て
分
か

り
ま
せ
ん
。
結
局
、
や
る
こ
と

は
同
じ
で
も
や
る
人
の
好
き
嫌

い
な
の
か
な
ー
。
同
じ
こ
と
す

る
ん
な
ら
、
お
っ
か
な
い
顔
し

た
本
県
出
身
の
代
議
士
よ
り
、

マ
ユ
ゲ
の
長
い
爺
さ
ん
の
方
が

い
い
と
か
…
。
筆
者
が
年
を
と

っ
て
、
世
の
中
の
動
き
に
つ
い

て
行
け
な
い
か
ら
、
こ
ん
な
に

戸
惑
っ
て
い
る
の
か
な
ー
。
誰

か
教
え
て
下
さ
い
。
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第
二
代
会
長
松
浦
文
弥
君

（
同
級
生
）
か
ら
出
京
す
る

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
後
を
痛

む
と
い
わ
れ
て
会
長
に
就
任

し
た
の
が
昭
和
三
十
四
年
三

月
の
こ
と
。

今
な
ら
そ
ん
な
会
長
の
受

け
渡
し
な
ど
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
だ
が
、
当
時
は
引
き
受

け
手
も
な
い
ま
ま
そ
れ
で
済

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

当
時
私
は
黒
沢
尻
工
業
高

校
の
教
頭
で
嚢
か
ら
通
勤
し

て
い
た
の
で
同
窓
会
の
仕
事

も
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
軽

く
考
え
て
引
き
受
け
た
の
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後

校
長
に
転
出
し
、
藤
沢
高

校
二
関
工
業
高
校
・
花
巻

南
高
校
と
転
じ
会
務
を
執
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
運

営
一
切
を
副
会
長
の
戸
嶋
先

生
に
お
任
せ
し
、
私
は
名
ば

か
り
の
会
長
で
徒
ら
に
席
を

識
見
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
年
次
を
送
り
、

私
が
本
格
的
に
腰
を
据
え
て

や
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

○
昭
和
五
十
二
年
の
校
舎
炎

上
焼
失
に
伴
う
再
建
へ
の
資

金
協
力
募
金
溝
助

○
創
立
五
十
周
年
記
念
総

会
・
事
業
行
事
の
企
画
執
行
、

○
高
欄
克
彦
氏
直
木
賞
受

並
び
に
大
河
ド
ラ
マ
「
炎

追
使
す
る
に
あ
た
っ
て

石
桜
同
窓
会
前
金
曇
於
　
見
　
得
　
明

温
め
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
誰
も
文
句
を
冒
う

で
も
な
く
疑
義
を
さ
し
は
さ

む
人
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

会
員
各
位
の
戸
嶋
先
生
に
対

す
る
倍
額
と
先
生
の
人
格
・

昭
和
四
十
六
年
定
年
退
職
し

て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
従

っ
て
就
任
三
十
五
年
と
は
い

っ
て
も
実
質
二
十
余
年
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
の

大
仕
事
？
と
言
え
ば
、

石
桜
坂
東
金
の
設
置
並
び
に

そ
の
運
営

○
石
桜
振
興
会
運
営
賀
金
造

成
の
一
方
途
と
し
て
の
随
筆

集
「
心
象
点
描
」
の
出
版
頒
布

O
「
三
田
義
正
伝
」
の
刊
行

つ
」
原
作
執
筆
配
意
文
化
講

演
会
及
び
祝
賀
会
開
催
等
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
成
功
は

全
て
役
員
始
め
会
員
各
位
の

母
校
愛
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。

私
は
た
だ
そ
の
頂
点
に
座
ら

し
て
い
た
だ
い
た
だ
け
の
こ

と
で
あ
る
。

か
く
て
こ
こ
数
年
来
世
恨

た
る
患
い
し
き
り
で
幾
度
か

退
任
の
意
を
表
明
し
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
度
漸
く

お
許
し
が
出
て
退
任
の
意
が

叶
え
ら
れ
た
。

故
に
心
か
ら
ご
支
援
を
附

し
、
退
任
の
辞
と
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

村
上
昭
夫
の
詩
の
世
界

岡
澤
敏
男
君
（
旧
は
）

集
の
回
石
馨
は
9
月
3
・
4
日
の
両
日
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
、
そ
の
初
日
に
岡
澤
敵
男
君
（
旧
1
5
回
生
）

の
講
濃
が
行
わ
れ
た
。
岡
澤
君
は
同
級
生
で
あ
り
締
人

の
村
上
昭
夫
君
に
つ
い
て
そ
の
特
の
世
界
と
、
そ
れ
を

作
り
上
げ
た
彼
の
生
涯
を
紹
介
し
た
。

『
動
物
哀
歌
』

私
は
旧
制
時
代
の
岩
手
中
学

で
、
村
上
昭
夫
さ
ん
と
同
級
生

で
し
た
。
彼
は
四
十
一
歳
と
い

う
若
き
で
亡
く
な
っ
た
詩
人
で

す
。
昭
和
二
年
に
生
ま
れ
て
、

昭
和
四
十
三
年
に
亡
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
彼
の
一
冊
の
詩
集

r
動
物
哀
歌
】
が
あ
り
ま
す
。
彼

は
こ
の
一
冊
の
詩
集
で
、
昭
和

四
十
二
年
に
東
北
地
方
の
詩
人

と
し
て
最
も
名
誉
の
あ
る
土
井

晩
畢
雛
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
翌
年
、
国
内
の
若

い
詩
人
・
新
し
い
詩
人
の
登
竜

門
と
し
て
権
威
の
あ
る
（
小
説

の
世
界
で
は
文
芸
春
秋
社
の
芥

川
賞
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す

が
）
、
詩
の
世
界
の
芥
川
賞
と
い

わ
れ
る
「
H
氏
賞
」
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
詩
人

会
が
く
れ
る
賞
で
す
が
、
岩
手

県
は
も
ち
ろ
ん
、
東
北
地
方
の

詩
人
の
誰
も
ま
だ
も
ら
っ
て
い

ま
せ
ん
。
現
在
ま
で
に
こ
の
地

域
か
ら
受
賞
し
た
詩
人
は
、
村

上
昭
夫
ひ
と
り
で
す
。

皆
さ
ん
方
の
先
輩
に
、
そ
う

い
う
素
晴
ら
し
い
詩
人
が
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

戦
時
色
一
色
の
中
学
時
代

私
が
四
歳
の
と
き
に
満
州
事

変
が
起
こ
り
、
小
学
校
時
代
－

十
歳
の
と
き
に
日
中
戦
争
が
、

そ
し
て
中
学
二
年
の
こ
ろ
－
十

四
歳
の
と
き
に
太
平
洋
戦
争
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
日
本
が
突

入
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
皆

さ
ん
方
の
よ
う
に
落
ち
着
い
て

勉
強
と
か
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る

よ
う
な
時
代
で
は
な
か
っ
た
。

黒
い
制
服
が
、
カ
ー
キ
色
の
軍

人
の
よ
う
な
服
装
に
変
わ
り
、

学
生
帽
は
戦
闘
樽
に
、
そ
し
て

ズ
ボ
ン
に
は
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
い

て
い
な
い
と
学
校
に
入
れ
て
く

れ
な
か
っ
た
。
門
の
所
に
そ
れ

を
監
督
す
る
人
が
い
て
、
注
意

す
る
の
で
す
。

授
業
は
、
校
庭
で
三
八
銃
と

い
う
鉄
砲
を
担
い
で
、
軍
事
教

練
－
戦
争
ご
っ
こ
み
た
い
な
も

の
を
毎
日
や
ら
き
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
学
校
に
あ
っ
た
畑
や

田
ん
ぼ
で
野
菜
を
作
っ
て
、
こ

れ
を
町
に
売
り
に
も
行
き
ま
し

た
。
三
田
農
場
と
か
、
矢
巾
町

に
あ
る
不
動
村
の
農
場
に
、
半

日
も
歩
い
て
行
っ
て
手
伝
い
を

す
る
こ
と
も
、
毎
日
の
よ
う
に

や
っ
た
の
で
す
。

も
っ
と
ひ
ど
い
の
に
な
る
と
、

土
方
を
や
り
ま
し
た
。
戦
車
の

訓
練
場
や
射
撃
の
馴
練
場
を
造

る
た
め
の
土
方
作
業
も
、
中
学

時
代
の
日
課
だ
っ
た
の
で
す
。

濃
州
へ

戦
争
中
の
、
そ
う
い
う
虚
し

い
気
持
ち
と
い
う
も
の
が
、
非

常
に
強
く
心
に
刻
み
込
ま
れ
、

私
ど
も
が
五
年
生
に
な
っ
た
昭

和
十
九
年
、
い
よ
い
よ
日
本
も

非
常
時
体
制
が
敷
か
れ
ま
し
た
。

中
学
校
か
ら
大
学
ま
で
、
学
生

と
い
う
学
生
が
軍
需
工
場
に
駆

り
出
き
れ
る
の
で
す
。
岩
中
に

も
「
岩
中
勤
労
報
国
隊
」
が
つ

く
ら
れ
、
私
ど
も
五
年
生
は
、

神
奈
川
県
川
崎
に
あ
る
日
本
鋳

造
と
い
う
鋳
物
工
場
の
鶴
見
工

場
に
配
属
き
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
軍
需
用
製
品
を
つ
く
る
わ
け

で
す
。
そ
こ
で
約
七
カ
月
の
集

団
生
活
を
や
り
ま
し
た
。

こ
の
動
員
の
最
後
に
、
満
州

国
か
ら
人
事
の
職
員
が
公
務
員

の
募
集
を
し
に
尭
ま
し
た
。

夫
さ
ん
は
そ
れ
に
応
じ
、
ハ

ゼ
ン
と
い
う
都
市
の
あ
る
、

江
省
の
地
方
公
務
員
に
な
っ
た

の
で
す
。

今
ま
で
日
本
と
中
立
条
約
を

結
ん
で
い
た
ソ
連
が
、
こ
れ
を

廃
止
す
る
通
告
を
出
し
、
八
月

九
日
か
ら
戦
い
が
始
ま
る
の
で

す
。
ハ
ル
ビ
ン
沙
終
歩
い
て
三

時
間
く
ら
い
の
孫
者
と
い
う
村

に
、
飛
行
機
を
組
み
立
て
る
航

空
機
工
場
が
あ
り
、
ソ
連
の
飛

行
機
が
ハ
ル
ビ
ン
を
空
襲
す
る

様
子
が
、
ま
る
で
映
画
の
シ
ー

ン
で
も
見
る
よ
う
に
見
え
た
。

そ
れ
で
急
い
で
役
所
に
戻
っ
た

の
で
す
が
、
も
う
マ
ヒ
状
態
で
、

現
地
の
人
た
ち
は
脱
走
し
て
、

結
局
は
事
実
上
、
失
職
す
る
状

態
に
な
る
の
で
す
。

昭
夫
さ
ん
の
年
譜
あ
る
い
は

評
伝
の
な
か
に
は
、
大
小
の
間

違
い
が
ず
い
ぶ
ん
と
あ
り
ま
す
。

責かレ昭

そ
の
よ
う
に
年
紺
に
混
乱
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
昭
夫
さ
ん

は
満
州
時
代
の
こ
と
を
あ
ま
り

語
り
た
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す

ね
。
そ
れ
は
何
か
。
彼
が
十
八

歳
の
頃
に
敵
国
の
見
知
ら
ぬ
社

会
に
難
民
と
し
て
ほ
っ
ぼ
り
出

さ
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
ね
。

帰
国
す
る
の
は
翌
年
の
秋
で
す

か
ら
的
一
年
半
と
い
う
も
の
は
、

難
民
と
し
て
、
自
分
一
人
を
何

と
か
支
え
る
生
活
を
し
て
い
る

の
で
す
。

敵
機
の
難
民
と
し
て
苦
言

と
こ
ろ
が
、
石
桜
振
興
会
で

三
年
ほ
ど
前
に
、
一
緒
に
瀾
州

に
渡
っ
た
古
館
君
と
山
内
君
を

呼
ん
で
座
秩
会
を
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
時
こ
も
ご
も
、

「
オ
レ
は
こ
う
い
う
切
り
抜
け
方

を
し
て
帰
国
し
た
よ
」
と
い
う

話
が
出
て
き
ま
し
た
。
薬
品
の

ブ
ロ
ー
カ
ー
、
道
端
で
タ
バ
コ

同
時
に
石
桜
祭
で
は
「
村
上

昭
夫
展
」
も
随
催
さ
れ
た

や
衣
類
を
売
っ
た
り
す
る
露
天

商
、
行
商
、
砂
糖
大
根
を
絞
っ

て
砂
糖
を
つ
く
る
砂
糖
工
場
の

仕
事
も
し
た
。
最
後
は
、
次
々

と
引
き
揚
げ
る
日
本
人
の
家
財

道
具
を
、
現
地
人
の
市
場
に
持

っ
て
い
っ
て
処
分
す
る
－
そ
う

い
う
サ
ヤ
稼
ぎ
も
し
た
よ
う
で

す
。
「
オ
レ
は
人
殺
し
以
外
の
仕

事
な
ら
何
で
も
や
っ
た
よ
」
と

育
っ
て
い
ま
し
た
。
と
に
か
く

無
一
文
で
、
見
知
ら
ぬ
敵
国
の

社
会
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
も
の

で
す
か
ら
、
ま
ず
食
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
食
う
た
め
に
、

そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
わ
け

で
す
。
十
八
、
十
九
歳
の
皆
さ

ん
方
に
近
い
人
た
ち
が
、
外
地

で
敗
戦
の
難
民
と
し
て
精
い
っ

ぱ
い
暮
ら
し
た
の
で
す
。

昭
夫
さ
ん
も
ま
っ
た
く
同
じ

よ
う
な
生
活
を
し
た
と
思
い
ま

す
。
山
内
君
の
証
言
に
よ
る
と
、

昭
和
二
十
年
敗
戦
後
の
十
月

頃
、
新
京
の
街
頭
で
タ
バ
コ
を

売
っ
て
い
る
昭
夫
君
を
見
か
け

て
、
「
や
あ
や
あ
」
と
育
っ
た
ら
、

ニ
ヤ
ッ
と
実
っ
て
「
変
わ
り
な

く
や
っ
て
い
る
よ
」
と
挨
拶
を

適
し
て
く
れ
た
、
と
育
っ
て
い

ま
す
。
弟
き
ん
に
語
っ
た
お
酷

の
中
に
も
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
や
っ
た
よ
。
八
路
軍
（
い
わ

ゆ
る
中
共
軍
）
の
荷
物
運
び
も

や
っ
た
よ
」
と
。

で
す
か
ら
、
あ
の
時
代
と
い

う
の
は
異
常
な
時
代
で
す
、
極

限
状
況
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
よ
。

何
し
ろ
、
方
々
の
難
民
が
満
州

の
首
都
で
あ
る
新
京
に
集
ま
っ

て
く
る
の
で
す
。
そ
ん
な
所
で

不
衛
生
な
生
活
を
す
る
の
で
す

か
ら
、
伝
染
病
が
発
生
す
る
と
、

た
ち
ま
ち
蔓
延
し
て
し
ま
う
。

毎
白
穴
を
掘
っ
て
死
体
を
埋
あ

る
と
い
う
光
景
が
目
撃
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
極
限
状
況
の
中

を
、
彼
は
不
安
と
孤
独
に
耐
え

な
が
ら
、
現
実
を
直
視
し
て
暮

ら
し
た
の
で
す
。
こ
れ
は
ス
ゴ

ィ
。
一
生
か
か
っ
て
も
で
き
な

い
体
験
を
し
て
い
る
の
で
す
、

し
か
も
、
一
年
半
と
い
う
短
い

期
間
の
中
で
。
こ
れ
が
、
や
は

り
後
の
詩
人
・
村
上
昭
夫
の
誕

生
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
、
私

は
確
信
し
て
い
る
の
で
す
。

や
が
て
帰
国
す
る
の
で
す
が
、

こ
の
大
変
な
満
州
体
験
と
い
う

今
春
か
ら∴
女
性
教
師
赴
任

今
嘉
か
ら
母
校
に
2
0
数
年

ぶ
り
㌍
女
性
教
師
が
赴
任
。

堀
江
素
子
先
生
と
、
重
科

講
師
の
鈴
木
由
美
子
先
生
で

あ
る
が
、
専
任
の
堀
江
先
生

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

インタビューに
答える堀江先生

ー
ご
出
身
は
？

千
葉
県
流
山
市
出
身
で
、

柏
市
の
麗
澤
大
学
を
卒
業
後

一
年
を
経
て
、
こ
ち
ら
に
来

ま
し
た
。

1
現
在
の
仕
事
の
内
容
は
。

教
師
と
し
て
過
六
時
間
、

中
学
一
、
二
年
生
の
国
語
を

教
え
て
い
ま
す
。

ま
た
区
書
館
司
書
と
し
て

蔵
書
の
整
備
・
点
検
、
新
着

図
雷
の
受
け
入
れ
な
ど
に
忙

し
い
毎
日
を
送
っ
て
お
り
、

現
在
は
こ
ち
ら
の
方
が
メ
イ

ン
で
す
ね
。

－
岩
高
で
は
図
■
館
司
雷
を

迎
え
た
の
は
、
十
数
年
ぶ
り

だ
そ
う
で
す
が
。

図
■
館
に
は
現
在
、
四
万

冊
以
上
の
蔵
義
が
あ
り
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
未
整
理
の

た
め
、
こ
こ
十
年
ほ
ど
閉
館

の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
ま
ず
、
で
き
る
だ

け
早
く
開
館
し
生
徒
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
本
の

整
備
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

－
ど
の
よ
う
な
図
義
館
に
し

た
い
と
お
考
え
で
す
か
？

先
日
、
県
の
図
雷
館
大
会

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、

や
は
り
高
校
生
の
活
字
離
れ

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
特
に
男
子
の
方
が
そ
の

傾
向
が
強
い
そ
う
で
す
。

そ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
た

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

私
は
図
雷
館
を
た
だ
本
を
利

用
す
る
場
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
捷
供

の
場
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
生
徒
が
利
用
し
や

す
く
、
居
心
地
の
よ
い
場
所

と
し
て
集
ま
っ
て
く
れ
た
ら

い
い
で
す
ね
。

－
最
後
に
男
子
校
に
赴
任
し

て
の
感
想
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
の
抱
負
を
お
騨
い
し
ま
す
。

私
自
身
は
ず
っ
と
共
学
で

育
っ
て
き
た
の
で
、
や
は
り

ち
ょ
っ
と
戸
惑
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

た
だ
生
徒
を
見
て
思
う
こ

と
は
、
中
学
・
高
攻
時
代
が

一
番
元
気
い
っ
ぱ
い
、
は
つ

ら
つ
と
輝
い
て
い
る
時
だ
と

患
う
の
で
、
私
も
生
徒
に
負

け
な
い
よ
う
元
気
さ
を
見
せ

て
い
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

生
徒
の
圧
倒
き
れ
る
パ
ワ

ー
の
中
で
、
自
分
の
明
快
な

指
針
を
抱
き
、
明
る
さ
と
濠

聞
き
が
み
な
ぎ
る
堀
江
先
生

で
し
た
。

も
の
が
、
彼
の
体
に
二
つ
の
種

を
宿
さ
せ
た
の
で
す
。
一
つ
は
、

肺
臓
に
結
核
と
い
う
病
気
の
穂

が
播
か
れ
、
も
う
一
つ
は
、
心

の
中
に
詩
人
と
い
う
種
が
播
か

れ
た
。
そ
れ
を
自
分
は
気
づ
く

こ
と
は
な
く
、
二
十
一
年
の
秋

に
日
本
へ
、
そ
し
て
懐
か
し
い

盛
岡
へ
帝
国
し
て
く
る
の
で
す
。

十
九
歳
の
秋
で
す
。

と
こ
ろ
が
今
思
う
と
、
人
生

の
折
り
返
し
地
点
に
立
っ
て
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
彼
は
、

こ
れ
か
ら
本
当
の
オ
レ
の
青
春

が
始
ま
る
ん
だ
、
そ
ん
な
気
持

ち
で
帰
国
し
た
わ
け
で
す
が
、

生
涯
を
見
通
し
て
み
る
と
、
あ

と
半
分
し
か
生
き
ら
れ
な
い
命

で
頻
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

文
学
へ
の
芽
生
え

帰
国
し
て
し
ば
ら
く
は
眠
っ

て
暮
ら
し
た
よ
う
で
す
。
そ
れ

ほ
ど
、
精
神
も
体
も
へ
と
へ
と

に
く
た
び
れ
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
で
も
、
帰
国
し
た
翌
年
、

昭
和
二
十
二
年
の
一
月
に
、
盛

岡
郵
便
局
に
就
職
し
ま
す
。
保

険
株
の
事
務
員
と
し
て
採
用
さ

れ
ま
し
た
。
弟
さ
ん
た
ち
の
話

に
よ
る
と
、
「
兄
貴
は
す
ご
く
張

り
切
っ
て
毎
日
通
っ
て
い
た
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
う
で

し
ょ
う
。
戦
争
に
よ
る
漬
州
で

の
す
ご
い
体
験
を
く
ぐ
り
抜
け

て
き
て
、
何
も
い
い
こ
と
は
な

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
が
、
オ
レ

が
愉
快
に
暮
ら
す
時
代
な
ん
だ
。

そ
う
い
う
気
持
ち
で
す
か
ら
、

張
り
切
っ
た
わ
け
で
す
よ
ね
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
時
代
を
ち

ょ
っ
と
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

戦
後
復
活
し
た
労
働
組
合
運
動

が
す
さ
ま
じ
く
盛
ん
な
時
で
、

戦
後
の
歴
史
の
中
で
大
き
な
テ

ー
マ
に
な
っ
て
い
る
、
官
庁
の

労
働
者
、
公
務
員
、
地
方
公
務

員
で
組
織
さ
れ
て
い
る
全
官
公

労
と
い
う
労
働
組
合
が
あ
り
ま

す
が
、
民
主
化
運
動
、
労
働
条

件
の
改
善
、
そ
の
他
の
条
件
を

掲
げ
て
二
月
一
日
、
二
二
ス

ト
ラ
イ
キ
を
宣
言
し
た
。
そ
の

．
頃
、
昭
夫
さ
ん
は
盛
岡
郵
便
局

に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
占
領
軍
・
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
総
司
令
部
は
、
こ
れ
は
大

変
な
危
機
を
招
く
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
中
止

を
命
令
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
二
・

一
ス
ト
は
挫
折
し
た
の
で
す
。

で
は
、
昭
夫
さ
ん
た
ち
の
所
属

し
た
組
合
は
ど
う
だ
っ
た
か
と

い
う
と
、
こ
れ
は
今
は
N
T
T

だ
と
か
、
郵
便
な
ど
と
分
か
れ

て
い
ま
す
が
、
昔
は
み
な
一
緒

で
、
全
逓
僧
従
業
員
組
合
、
全

逓
と
育
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
全
国
一
本
の
組
合
に
な
っ
て
、

そ
の
地
方
組
絵
で
あ
る
盛
岡
の

労
働
組
合
の
青
年
部
の
仕
事

を
、
昭
夫
さ
ん
は
張
り
切
っ
て

や
る
わ
け
で
す
。

そ
の
よ
う
に
、
占
領
軍
に
よ

っ
て
政
治
・
経
済
が
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
さ
れ
て
い
た
時
代
に
、
青

年
部
で
の
文
化
活
動
の
張
り
切

り
方
は
大
変
な
も
の
で
す
よ
。
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あ
の
お
と
な
し
い
、
引
っ
込
み

思
案
の
昭
夫
さ
ん
を
お
母
さ
ん

は
「
う
ち
の
昭
夫
は
、
金
火
箸

と
い
う
あ
だ
名
だ
っ
た
ん
で
す

よ
。
痩
せ
て
細
か
っ
た
か
ら
、

そ
う
言
わ
れ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
」

と
育
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
、
お
と
な
し
く
て

火
箸
の
よ
う
な
青
年
が
、
文
化

運
動
に
は
全
力
投
球
し
ま
し
た
。

職
場
の
交
声
会
と
い
う
合
唱
団

の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
指
揮
を

し
た
り
し
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
文
学
運
動
に
も

入
っ
て
い
く
の
で
す
。
盛
岡
地

区
の
労
働
組
合
の
機
関
誌
に
、

r
息
吹
」
と
い
う
雑
誌
が
あ
り
、

そ
の
編
集
委
員
の
一
人
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。
自
ら
も
詩
を

書
き
、
満
州
を
舞
台
に
し
た
小

説
を
載
せ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
文
学
の
芽
生
え
が
、
こ
の
労

働
組
合
の
文
化
活
動
の
中
か
ら

芽
を
吹
き
だ
し
て
き
ま
す
。
そ

し
て
、
弟
さ
ん
が
〝
意
外
な
感
じ

が
し
た
″
と
い
う
ほ
ど
に
、
積
極

的
な
性
格
に
す
っ
か
り
変
わ
っ

た
。
川
崎
の
動
員
時
代
か
ら
、

満
州
か
ら
引
き
揚
げ
て
く
る
、

こ
の
三
年
の
間
に
、
お
と
な
し

く
静
か
な
村
上
昭
夫
が
、
積
極

的
な
、
意
欲
的
な
昭
夫
さ
ん
に

変
身
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
せ
っ
か
く
職
を

得
て
働
い
て
三
、
四
年
た
っ
た

あ
る
日
、
肋
骨
カ
リ
エ
ス
と
い

う
病
気
が
発
生
す
る
の
で
す
。

あ
ば
ら
が
慮
れ
て
、
カ
リ
エ
ス

を
患
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の

後
、
結
核
と
診
断
さ
れ
る
の
で

す
が
、
戦
争
中
か
ら
戟
後
は
栄

養
失
調
な
ど
で
結
核
の
病
人
が

多
く
、
病
院
は
瀾
員
で
ベ
ッ
ド

が
空
い
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。

や
む
を
得
ず
、
自
宅
で
療
養
生

活
を
送
る
の
で
す
。

賢
治
の
上
顎

そ
の
間
に
、
非
常
に
思
い
が

け
な
い
こ
と
に
ぶ
つ
か
る
の
で

す
。
六
月
頃
、
盛
岡
の
映
面
館

で
封
切
に
な
っ
た
言
け
わ
だ

つ
み
の
声
」
と
い
う
映
画
を
見

に
行
く
の
で
す
ね
。
こ
の
映
画

を
見
て
、
彼
は
す
ご
く
感
激
し

た
の
で
す
。
そ
の
中
に
エ
ピ
ソ

ー
ド
と
し
て
挿
入
さ
れ
て
い
た

富
沢
賢
治
の
童
話
r
鳥
の
北
斗

七
星
】
と
い
う
お
話
が
出
て
く

る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
他
の
種

類
の
カ
ラ
ス
と
戦
争
す
る
お
話

で
す
。
そ
の
中
で
、
カ
ラ
ス
の

大
尉
が
こ
う
す
い
ま
す
。
「
あ
あ

マ
ヂ
エ
ル
様
、
ど
う
か
憎
む
こ村上昭夫の生涯について語る岡薄着

．
村
上
戚
菜
の
喝
の
せ
卑
い

と
の
で
き
な
い
敵
を
殺
さ
な
い

で
い
い
よ
う
に
、
早
く
こ
の
世

界
が
な
り
ま
す
よ
う
に
。
そ
の

た
め
な
ら
ば
、
わ
た
く
し
の
か

ら
だ
な
ど
は
、
何
ぺ
ん
引
き
裂

か
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
」
。
こ

う
い
う
お
話
で
す
。
や
は
り
昭

夫
き
ん
の
そ
の
時
の
気
持
ち
に

は
ピ
ッ
タ
リ
し
た
言
葉
だ
っ
た

の
で
す
ね
。
こ
の
映
画
を
見
て

か
ら
、
宮
沢
賢
治
の
童
話
が
読

み
た
く
な
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
読

ん
で
い
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で

沖
絆
て
は
宮
沢
賢
治
の
精
神
、

志
　
と
い
う
も
の
、
宇
宙
科
学

と
い
う
も
の
が
次
第
に
自
分
の

も
の
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
後
に
昭
夫
さ
ん

は
、
「
ぼ
く
が
詩
を
雷
こ
う
と
し

た
動
機
は
、
宮
沢
賢
治
の
童
話

を
読
ん
だ
の
が
、
そ
の
最
初
で

し
た
」
と
雷
い
て
い
ま
す
。

秋
に
な
っ
て
昭
夫
さ
ん
は
、

や
っ
と
入
院
で
き
ま
す
。
岩
手

医
科
大
学
附
属
岩
手
サ
ナ
ト
リ

ウ
ム
と
い
う
、
山
岸
に
あ
る
結

核
患
者
の
入
院
す
る
病
院
で
す
。

昭
夫
さ
ん
の
詩
人
の
生
涯
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
三
つ
の
時

期
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

満
州
時
代
は
、
そ
の
前
期
で

す
ね
。
詩
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
の
は
、
第
一
期
が
こ
の
「
岩

手
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
時
代
の
三

年
間
で
す
。
そ
れ
か
ら
第
二
期

が
、
退
院
し
て
再
発
す
る
ま
で

の
赦
年
間
。
第
三
期
は
、
昭
和

三
十
四
年
に
再
発
し
て
仙
台
の

厚
生
病
院
に
入
院
す
る
の
で
す

が
、
そ
れ
か
ら
亡
く
な
る
直
前

ま
で
詩
作
し
た
時
代
で
す
。

檜
人
と
し
て
の
自
己
形
成
期

そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
、
昭
夫

さ
ん
は
、
彼
を
詩
人
と
し
て
育

て
た
非
常
に
大
事
な
人
と
巡
り

合
う
の
で
す
。

●
岡
澤
緻
男
君
略
歴

旧
1
5
回
生
、
旧
姓
小
泉
。

盛
岡
農
専
卒
、
釜
石
南
高
校

で
教
鷺
を
執
っ
た
後
、
日
動

火
災
海
上
東
京
支
店
に
1
2
年

勤
め
る
。
そ
の
後
岩
手
に
戻

り
小
岩
井
農
場
に
就
職
し
、

現
在
同
展
示
資
料
館
館
長
。

ま
た
村
上
昭
夫
研
究
の
ほ
か

不
束
方
啄
木
会
会
長
、
「
北
宴
」

同
人
と
し
て
も
活
躍
中
。

「
岩
手
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
時

代
は
、
彼
よ
り
も
半
年
ぐ
ら
い

後
に
結
核
の
病
気
を
得
て
入
院

し
て
き
た
高
橋
由
八
郎
さ
ん
と

い
う
詩
人
で
す
。
こ
の
方
は
古

く
か
ら
詩
を
作
っ
て
い
る
方
で
、

そ
の
方
が
彼
を
指
導
す
る
の
で

す
。そ
の
頃
、
昭
夫
さ
ん
が
書
い

て
い
た
下
雷
さ
の
ノ
ー
ト
に
は
、

宮
沢
賢
治
を
素
朴
に
し
た
よ
う

な
感
想
を
雷
き
つ
ら
ね
て
い
る

詩
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
読
ん
だ

高
橘
由
八
郎
さ
ん
は
「
こ
の
人
、

い
っ
た
い
才
能
が
あ
る
ん
べ
か
」

と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し

昭
夫
さ
ん
と
い
う
人
は
、
金
火

箸
の
よ
う
に
細
く
て
も
、
非
常

に
負
け
ず
嫌
い
の
人
で
、
悪
く

批
評
を
さ
れ
る
と
突
っ
張
っ
て

い
く
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
高
橋

さ
ん
の
持
っ
て
い
る
帝
集
を
片

っ
端
か
ら
読
み
、
そ
し
て
現
代

詩
の
常
識
が
だ
ん
だ
ん
に
分
か

っ
て
く
る
の
で
す
。

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
時
代
に
、
高

榛
昭
八
郎
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
と

討
論
を
し
な
が
ら
、
次
第
に
彼

の
ノ
ー
ト
は
充
実
し
た
詩
が
書

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

や
が
て
、
三
年
た
っ
て
サ
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
退
院
し
ま
す
。
そ

こ
で
、
彼
は
詩
を
書
く
以
外
に

自
分
に
自
信
を
も
て
る
も
の
が

何
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
が

つ
く
ん
で
す
ね
。
こ
の
体
で
は

職
業
に
就
け
な
い
。
と
に
か
く

療
養
し
な
が
ら
詩
を
作
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
、
一
生
懸
命
に
詩

を
つ
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

昭
夫
さ
ん
の
第
二
期
が
始
ま

り
ま
す
。
退
院
し
て
か
ら
の
昭

和
二
十
八
年
か
ら
三
十
三
年
ま

で
、
つ
ま
り
二
十
六
歳
か
ら
三

十
一
歳
ま
で
の
期
間
と
い
う
の

は
、
彼
の
詩
作
に
と
っ
て
み
れ

ば
、
自
己
形
成
－
自
分
の
ス
タ

イ
ル
を
つ
く
る
－
そ
う
い
う
時

代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
非
常

に
積
極
的
に
彼
は
活
動
し
ま
す
。

そ
の
当
時
、
岩
手
県
の
詩
人

の
仲
間
が
「
岩
手
帝
人
ク
ラ
ブ
」

と
い
う
組
織
を
つ
く
り
ま
し
た
。

彼
は
そ
こ
の
幹
事
と
な
っ
て
、

一
生
懸
命
に
県
内
の
詩
人
た
ち

と
交
流
し
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
大
事
な
一
人

の
友
人
を
見
つ
け
ま
す
。
そ
れ

は
、
岩
手
詩
人
ク
ラ
ブ
の
事
務

局
を
や
っ
て
い
た
大
坪
孝
二
さ

ん
と
い
う
詩
人
で
す
。

大
坪
さ
ん
は
r
L
a
－
と
い

う
雑
誌
を
主
宰
し
て
い
て
、
そ

こ
に
昭
夫
さ
ん
に
詩
を
出
さ
せ

る
の
で
す
。
そ
れ
が
r
動
物
哀

歌
】
の
元
で
す
。
r
動
物
哀
歌
」

シ
リ
ー
ズ
を
、
こ
の
r
L
a
－

に
発
表
さ
せ
る
こ
と
で
、
大
坪

さ
ん
は
彼
の
才
能
を
麓
め
て
伸

ば
す
よ
う
に
計
ら
う
の
で
す
。

当
時
、
土
井
晩
翠
賞
と
か
、

H
氏
賞
な
ど
の
賞
を
取
る
た
め

に
は
、
詩
集
を
出
さ
な
け
れ
ば

タ
メ
な
ん
で
す
。
詩
集
畜
出
さ

な
け
れ
ば
対
象
に
な
ら
な
い
の

で
、
何
べ
ん
も
昭
夫
さ
ん
に
「
出

せ
、
出
せ
」
と
言
っ
て
も
、
長

い
病
気
療
養
で
郵
便
局
を
ク
ビ

に
な
り
、
親
が
か
り
の
身
分
だ

か
ら
、
親
に
迷
惑
を
か
け
る
の

は
い
や
だ
、
出
せ
な
い
よ
、
と

断
り
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

何
と
し
て
も
、
彼
を
社
会
的
な

詩
人
と
し
て
登
録
さ
せ
た
く
て
、

大
坪
さ
ん
と
も
う
一
人
、
官
静

枝
さ
ん
と
い
う
大
先
輩
の
詩
人

が
、
熱
心
に
お
父
さ
ん
を
説
き

伏
せ
て
、
詩
集
を
自
責
出
版
さ

せ
る
の
で
す
。

最
初
に
詩
を
手
ほ
ど
き
し
て

く
れ
た
、
高
橋
昭
八
郎
き
ん
は

杜
陵
印
刷
に
勤
め
て
い
て
、
装

丁
を
全
部
引
き
受
け
た
。
全
部
、

お
友
達
の
支
え
に
よ
っ
て
詩
集

が
出
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
で
、
東
北
地
区
の
詩
人

の
最
高
の
賞
で
あ
る
土
井
晩
翠

賞
で
す
が
、
そ
の
事
査
員
に
革

野
心
平
さ
ん
や
村
野
四
郎
さ
ん

と
い
う
方
が
い
て
、
こ
の
r
動

物
哀
歌
】
を
支
持
し
て
、
受
賞

し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
翌
年
、

今
度
は
東
北
で
は
な
く
、
日
本

全
国
、
国
内
の
詩
人
の
芥
川
賞

で
あ
る
H
氏
賞
を
受
賞
し
ま
す
。

こ
の
一
冊
の
詩
集
が
、
二
つ
の

賞
を
取
る
元
に
な
っ
て
い
る
。

昭
夫
さ
ん
に
と
っ
て
、
退
院

し
て
数
年
間
は
、
ま
さ
し
く
自

己
形
成
の
時
代
で
あ
り
、
青
春

を
謳
歌
し
た
黄
金
時
代
で
あ
っ

た
の
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
、
病
気
が
彼
の
体

を
も
っ
と
ひ
ど
く
蝕
ん
で
き
ま

す
。
昭
和
三
十
四
年
、
仙
台
厚

生
病
院
に
入
院
す
る
の
で
す
。

自
己
確
立
期

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
、
昭
夫
さ

ん
が
詩
人
と
し
て
確
立
す
る
た

め
に
絶
対
に
必
要
だ
っ
た
人
と

出
会
う
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た

点
は
、
や
は
り
彼
は
非
常
に
選

ば
れ
た
人
で
す
ね
。
そ
れ
が
先

ほ
ど
も
出
て
き
た
、
村
野
四
郎

さ
ん
で
、
岩
手
日
報
の
詩
の
投

稿
欄
の
選
者
で
す
。
昭
和
二
十

九
年
に
初
め
て
岩
手
日
報
に
こ

の
欄
が
で
き
た
時
か
ら
、
昭
夫

さ
ん
は
毎
回
欠
か
さ
ず
に
投
稿

し
て
い
ま
す
。
大
正
の
末
期
か

ら
半
世
紀
以
上
も
詩
を
作
り
、

評
論
を
書
い
て
き
た
、
現
代
詩

人
の
大
御
所
の
村
野
四
郎
さ
ん

に
昭
夫
さ
ん
が
認
め
ら
れ
て
、

激
励
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
フ
ラ

ン
ス
を
中
心
に
し
て
実
存
主
義

の
文
学
運
動
が
お
こ
り
ま
す
。

サ
ル
ト
ル
を
中
心
と
し
て
ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
と
い
う
ド
イ
ツ
の
哲

学
者
の
思
想
を
内
容
と
し
た
文

学
運
動
が
日
本
に
も
上
陸
し
、

村
野
四
郎
さ
ん
は
い
ち
早
く
、

実
存
主
義
文
学
に
時
の
世
界
が

発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
村
野
四
郎
さ
ん
の
指
導

と
い
う
の
は
、
実
存
を
意
識
し

た
立
場
か
ら
、
投
稿
さ
れ
る
静

人
の
作
品
を
批
評
し
、
昭
夫
さ

ん
の
詩
が
次
第
に
実
存
と
い
う

こ
と
に
目
覚
め
る
プ
ロ
セ
ス
を

た
ど
っ
て
い
く
の
で
す
。

高
橋
昭
八
郎
さ
ん
に
よ
っ
て

目
覚
め
さ
せ
ら
れ
た
詩
人
の
魂

が
、
大
坪
き
ん
の
友
情
に
よ
っ

て
次
第
に
育
ち
、
村
野
四
郎
さ

ん
と
い
う
素
晴
ら
し
い
先
生
に

巡
り
合
っ
て
、
し
か
も
可
変
が

っ
て
も
ら
っ
た
。
日
報
の
r
詩

壇
」
で
五
十
六
回
も
昭
夫
さ
ん

の
詩
を
取
り
上
げ
て
批
評
し
て

く
れ
た
と
い
う
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
ま
さ
し
く
詩
人
・
村
上

昭
夫
は
、
岩
手
日
報
学
芸
欄
の

r
詩
壇
」
に
よ
っ
て
育
っ
た
と
言

え
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
時
期
も
通
り
過
ぎ

て
、
や
が
て
村
上
昭
夫
の
詩
は
、

ど
ん
ど
ん
素
晴
ら
し
い
内
容
を

も
っ
た
作
品
に
な
っ
て
き
ま
す
。

〝
死
の
眼
鏡
一
を
か
け
て

仙
台
の
厚
生
病
院
に
入
院

し
、
右
の
肺
臓
を
切
り
取
っ
た

後
、
苦
し
く
て
息
が
で
き
ず
、

彼
は
苦
悩
の
毎
日
を
迎
え
ま
す
。

「
あ
と
五
年
」
と
い
う
死
の
宣
告

を
さ
れ
、
彼
は
や
が
て
そ
の
死

の
壁
を
た
じ
ろ
ぐ
こ
と
な
く
見

据
え
て
、
詩
を
さ
ら
に
深
め
て

い
く
の
で
す
。
と
に
か
く
、
死

ぬ
ま
で
詩
の
世
界
を
究
め
よ
う

と
い
う
気
持
ち
が
、
蝕
ま
れ
て

目
ま
い
の
す
る
よ
う
な
、
ふ
ら

ふ
ら
し
た
体
の
彼
を
支
え
な
が

ら
詩
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
実

存
主
義
的
な
、
も
の
を
見
る
カ

と
い
う
の
が
、
い
っ
そ
う
研
ぎ

澄
ま
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

要
す
る
に
、
死
と
い
う
眼
鏡

を
か
け
て
見
る
と
、
今
ま
で
見

え
て
い
た
も
の
が
、
す
っ
か
り

適
っ
て
見
え
る
の
で
す
ね
。
実

存
の
姿
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
虚
無
－
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
に
陥
る
方
も
い
ま
す
。
全
否

定
的
に
結
び
つ
け
て
考
え
て
し

ま
う
の
で
す
。
し
か
し
、
昭
夫

さ
ん
は
そ
う
で
は
な
く
、
肯
定

的
に
眺
め
る
の
で
す
。
彼
の
辞

の
世
界
は
、
虚
無
主
義
に
陥
ら

ず
に
一
条
の
明
る
い
光
が
射
し

て
き
て
、
そ
れ
に
映
し
出
さ
れ

る
諸
々
を
肯
定
的
に
見
て
、
向

上
し
よ
う
と
い
う
立
場
に
立
っ

て
解
釈
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
、

死
の
壁
を
通
し
て
不
動
の
も
の

に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
彼
の
〝
死
の
眼
鏡
″

を
通
し
て
眺
め
ら
れ
た
社
会
、

人
間
、
諸
々
の
醜
く
弱
い
生
き

も
の
た
ち
、
そ
う
い
っ
た
も
の

が
実
に
愛
す
べ
き
生
き
も
の
と

し
て
、
神
様
の
よ
う
な
位
置
か

ら
眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

昭
夫
さ
ん
の
詩
の
世
界
は
、

三
人
の
詩
人
に
よ
っ
て
、
狩
の

思
想
、
辞
の
世
界
と
い
う
も
の

が
実
存
と
い
う
思
想
に
目
覚
め
、

さ
ら
に
そ
れ
か
ら
宇
宙
感
覚
へ

と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
病
気
を
つ
れ

づ
れ
に
、
療
養
生
活
の
慰
め
か

ら
詩
を
作
り
出
し
た
。
そ
れ
が

十
五
年
た
っ
た
後
に
は
、
宇
宙

意
識
に
ま
で
到
達
し
た
の
で
す
。

彼
が
大
詩
人
に
な
る
理
論
的

な
、
そ
し
て
精
神
的
な
指
導
を

し
た
村
野
四
郎
さ
ん
は
r
動
物

哀
歌
」
の
序
文
に
、
こ
う
書
い

て
い
ま
す
。

「
啄
木
よ
り
賢
治
よ
り
、
も

っ
と
心
靂
的
で
、
し
か
も
造
形

的
な
文
学
を
見
る
」
と
。

◎
葺
も

今
年
8
月
と
u
月
の
岩
手
日

報
紙
上
社
会
面
に
、
岩
手
高
校

物
理
部
の
名
が
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
浴
び
た
。
い
ず
れ
も
記
事

は
7
段
の
大
見
出
し
で
あ
る
。

乗
　
鹸

成
功
で

快
挙

一
つ
は
オ
ゾ
ン
層
破
壊
の
元

凶
と
な
っ
て
い
る
フ
ロ
ン
ガ
ス

を
、
電
子
レ
ン
ジ
を
使
っ
た
簡

単
な
装
置
の
実
験
で
分
解
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
と
い
う
も
の
。

も
う
一
つ
は
そ
の
実
験
が
三
省

兼
業
蜘
補
完
す
各
可
能
性

堂
の
来
年
度
の
高
校
物
理
の
教

科
書
に
と
り
上
げ
ら
れ
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

◇

　

　

◇

フ
ロ
ン
ガ
ス
は
空
気
中
に
放

出
さ
れ
る
と
、
紫
外
線
で
塩
素

原
子
が
分
離
し
、
オ
ゾ
ン
層
を

破
壊
す
る
の
で
回
収
、
処
理
と

も
大
き
な
社
会
的
課
題
に
な
っ

て
い
る
。

物
理
部
で
実
験
に
使
っ
た
の

は
車
の
エ
ア
コ
ン
な
ど
に
使
わ

れ
る
「
フ
ロ
ン
1
2
」
。
電
子
レ
ン

ジ
の
中
に
お
い
た
炭
素
繊
維
に

■
壷
l
・
て
い
＿
i
ソ
l
t
重
■
へ
†

闇
…
田
園
　
電
線
波
理
解
に
最
適

右
…
平
成
6
年
1
1
月
飢
日

下
…
平
成
‘
年
8
月
3
1
日

と
も
に
岩
手
日
報
よ
り

鶉辱虞、放熱専院登場

「
独
自
性
認
め
ら
れ
た
」
撃

竜
L
「
彗
l
i
■
，
■
’
t
一
の
鳥
篭
’
■
竜
P
「
【
d
ク

E
P
R
の
【
蔓
ロ
ー
象
り
t
l
弓
諸
事
峯
．
・
雲
し
く
蔓
1
て
い

才
ン
り
良
い
R
り
爪
H
占
り
化
の
中
量
レ
E
I
 
t

竜
■
毒
．
！
一
■

嘗
－
・
▲
7
1
▼
ん

曇
り
▲
L
瞥
l
亡
一

’
1
サ
ー
．
弓
t

n
●
一
l
一
▼
，
一
l
h
▲

▲
ヽ
I
H
t
菖
－

レ
ン
章
一
，
■

’
け
’
り
毒
t
t

t
■
■
ト
ヽ
■
轟
．
】
●
l

マ
イ
ク
ロ
波
を
当
て
る
こ
と
で

発
生
し
た
炭
素
ガ
ス
が
プ
ラ
ズ

マ
発
光
。
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
注
入

し
て
塩
素
原
子
を
分
離
さ
せ
、

こ
れ
を
水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
な

ど
の
ア
ル
カ
リ
で
中
和
す
る
装

置
を
作
っ
た
。
塩
化
カ
ル
シ
ウ

ム
の
生
成
な
ど
が
確
認
さ
れ
、

フ
ロ
ン
ガ
ス
が
分
解
さ
れ
る
こ

と
が
判
っ
た
。

国
の
資
源
環
境
技
術
研
究
所

で
は
高
周
波
を
使
っ
て
い
る
の

に
対
し
て
岩
手
高
は
マ
イ
ク
ロ

波
で
、
し
か
も
家
庭
用
レ
ン
ジ

を
使
い
、
自
然
の
大
気
中
で
は

世
界
で
は
じ
め
て
の
成
功
実
験

で
あ
る
。
三
省
堂
の
教
科
書
で

は
カ
ラ
ー
の
口
絵
に
実
験
の
様

子
が
登
場
す
る
。

生
徒
た
ち
は
科
学
技
術
庁
主

催
の
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学

の
祭
典
」
に
も
参
加
し
て
、
実

験
は
見
学
者
の
注
目
を
浴
び
て

い
る
。一
昨
年
以
来
「
超
電
導
」
な

ど
で
母
校
物
理
部
は
名
を
馳
せ

て
い
る
が
、
中
学
応
募
者
の
中

に
は
「
超
電
導
」
に
と
り
組
ん

で
み
た
い
の
で
入
学
を
希
望
し

た
と
い
う
生
徒
も
い
る
と
い
う
。

ご昼食 ・ご清談 ・ご宴会
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佐
々
木
京
一
君
（
旧
1

8
回
生
）

旧
1
8
回
生
の
佐
々
木
京
一
君

は
自
著
「
南
部
・
盛
岡
藩
の
権

力
闘
争
－
三
閉
伊
一
揆
の
底

流
」
を
1
2
月
に
東
京
の
出
版
社

国
書
刊
行
会
か
ら
出
版
す
る
。

9
年
前
の
〓
舞
の
奔
流
－

南
部
三
閉
伊
一
揆
の
民
間
伝

承
」
、
昨
年
1

2
月
刊
行
の
「
一
揆

の
激
流
・
⊥
岡
部
三
関
伊
一
漢
に

先
行
す
る
も
の
」
に
続
く
三
巻

目
で
あ
る
。

著
者
は
岩
泉
町
の
出
身
、
幼

児
期
を
田
野
畑
村
沼
袋
の
先
祖

の
家
で
過
ご
し
、
幼
い
頃
か
ら

「
三
閉
伊
一
揆
」
に
ま
つ
わ
る
昔

語
り
を
老
人
た
ち
に
聞
い
て
育

っ
た
と
い
う
。

「
三
閉
伊
一
揆
」
と
は
岩
手

県
太
平
洋
沿
岸
の
民
衆
が
、
盛

岡
藩
の
藩
権
力
の
政
治
を
批
判

し
そ
の
改
革
を
要
求
し
て
立
ち

上
が
っ
た
一
大
反
権
力
闘
争

で
、
岩
手
の
辺
地
と
蔑
ま
れ
る

岩
泉
・
田
野
畑
の
民
衆
、
つ
ま

り
郷
土
の
先
祖
が
そ
の
反
乱
の

炎
を
真
っ
先
に
上
げ
た
も
の
。

や
が
て
徳
川
三
百
年
に
亀
裂
が

入
り
、
崩
壊
の
地
鳴
り
が
聞
こ

え
、
そ
の
向
こ
う
に
近
代
日
本

に
変
貌
す
る
明
治
期
が
姿
を
表

わ
す
と
述
べ
て
い
る
。

本
書
は
筆
者
が
三
閉
伊
一
揆

を
調
査
す
る
う
ち
、
親
戚
の
古

老
た
ち
の
話
が
実
話
で
あ
る
こ

と
に
気
付
き
、
南
部
・
盛
岡
藩

の
古
文
書
そ
の
他
の
史
料
を
永

年
に
わ
た
っ
て
調
査
の
上
書
き

下
ろ
し
た
労
作
で
あ
る
。

高
校
の
教
職
を
離
れ
て
か
ら

鋭
意
筆
痘
進
め
た
も
の
で
あ
る

が
、
さ
ら
に
完
結
編
と
し
て
の

四
冊
日
「
一
揆
の
非
議
－
嘉
永

六
年
南
部
三
閉
伊
の
民
間
伝

承
」
の
完
成
に
向
か
っ
て
力
を

傾
け
た
い
と
帯
し
て
い
る
。

（
1
2
月
刊
行
予
定
定
価
二
、
八
〇
〇
円
）

東京石桜会、

今年も盛会

平
成
六
年
度
東
京
石
桜
会
は

1
0
月
2
1
日
東
京
・
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
に
、
在
京
同
密
生
多

数
が
参
集
し
て
開
催
し
た
。

雪
ノ
浦
弘
会
長
（
旧
1
7
）
の
挨

拶
の
後
、
盛
岡
か
ら
駆
け
つ
け
た

山
岸
教
頭
、
佐
々
木
（
修
）
先
生
、

下
河
原
尊
前
郎
同
窓
会
副
会
長

よ
り
近
況
報
告
。
ま
た
サ
ン
ケ

イ
新
聞
論
説
委
員
の
箱
崎
遥
朗

君
（
新
5
）
よ
り
「
マ
ス
コ
ミ
の

裏
話
」
と
超
し
た
講
演
も
行
わ

れ
る
な
ど
盛
会
裡
に
散
会
し
た
。

轟

六

日

言
欄
石
桜
同
窓
会
名
簿

1
2
月
1
日
発
行

㌻
約
的
雛
的
開
銅

…‥JH川棚汁〃…mm‥‥卜＝卜‥

前七㌢‥いい一一Mm．㍗一－一‥h■耶

煎
網
が
柏
摘
絹

B
5
判
全
5
－
2
頁
、
同

窓
生
に
よ
る
広
告
も
多
数
の

各
位
の
協
力
を
得
て
前
回
と

同
数
貫
を
収
録
、
貴
重
な
財

源
補
助
を
い
た
だ
い
た
。

O
B
各
位
の
予
約
申
込
に

基
づ
い
て
発
行
部
数
を
と
り

決
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
若

干
の
余
裕
が
見
込
ま
れ
て
い

め
に
お
申
込
い
た
だ
き
た
い
。
一

◇

申

込

先

は

　

　

　

岬

謂
誠
鮎
仙

銅
桐
萱
、
軋

る
の
で
、

必
要
な
向
き
は
早
仙

石
桜
振
興
会
及
び
同
窓
会

か
ら
の
奨
励
対
象

平
成
6
年
度
の
石
桜
振
興
会

及
び
同
窓
会
か
ら
の
奨
励
対
象

は
次
の
5
団
体
8
個
人
と
決
ま

り
、
1
0
月
1
3
日
校
長
室
に
お
い

て
松
見
振
興
会
長
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
に
褒
賞
金
が
授
与
さ
れ
た
。

団
体
の
部

●
テ
ニ
ス
部

高
総
体
　
優
　
勝

新
人
大
会
　
優
　
勝

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

高
総
体
　
準
優
勝

新
人
大
会
　
ベ
ス
ト
8

●
水
泳
部

県
民
体
肌
m
リ
レ
ー
第
三
位

〃
　
棚
m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

第
三
位

●
物
理
茄

プ
ラ
ズ
マ
研
究

「
科
学
の
祭
典
」
出
癌

●
化
学
部

酸
性
雨
研
究

個
人
の
帝

人
テ
ニ
ス
部
）

●
畑
中
睾
僧
（
2
F
）

高
総
体
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
他

●
t
野
正
孝
二
3
C
）

高
総
体
シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝
他

●
田
代
将
也
（
2
C
）

新
人
大
会
シ
ン
グ
ル
ス
第
三
位
他

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
）

●
兼
滞
利
彦
（
3
E
）

高
総
体
　
個
人
　
第
三
位

●
長
谷
川
好
輝
（
a
E
）

高
総
体
　
個
人
　
第
三
位

（
水
泳
部
）

●
川
村
光
利
（
3
E
）

県
民
体
卸
m
平
泳
優
勝
他

●
虚
　
真
一
（
3
E
）

高
総
体
皿
m
自
由
形
優
勝
他

●
久
保
真
一
（
2
E
）

高
綾
体
側
m
自
由
形
第
三
位

屈

貰

弛

抱

同
窓
会
理
事
の
一
部
変
重

石
桜
同
窓
会
運
営
検
討
萎
員

会
は
今
年
活
発
に
討
議
を
重
ね

た
中
で
、
同
意
会
理
事
会
の
常

時
欠
席
者
が
間
甥
に
な
り
検
討

し
た
。
病
気
そ
の
他
そ
れ
ぞ
れ
の
理

由
が
あ
る
も
の
の
、
ま
ず
出
席

自
体
が
必
須
な
の
で
、
再
度
長

期
欠
席
者
に
連
絡
の
上
、
理
事
の

移
動
を
行
い
、
就
退
任
腐
っ
た
。

全
理
事
の
氏
名
は
新
刊
の
同

密
会
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

元
校
長
山
中
順
三
先
生

岩
手
奨
学
会
評
議
員
に

元
校
長
山
中
頼
三
先
生
は
母

校
退
任
後
し
ば
ら
く
千
葉
県
柏

市
に
ご
夫
妻
で
住
ん
で
お
ら
れ

た
が
、
お
嬢
さ
ん
が
居
住
す
る

盛
岡
市
内
を
永
住
の
地
と
し
た

い
と
望
ま
れ
、
1
1
月
か
ら
移
転
、

下
記
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
岩
手
奨
学
会
で

○
テ
ニ
ス
部

・
市
民
体
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
畑
中
幸
信

〃
　
準
優
勝
小
原
雄
宇

ダ
ブ
ル
ス
優
勝
亀
野
・
畑
中
組

・
高
総
体
　
団
体
優
勝

シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
畑
中
幸
倍

〃
　
準
優
勝
亀
野
正
幸

ダ
ブ
ル
ス
優
勝
亀
甲
畑
中
組

（
以
上
東
北
大
会
出
場
）

・
東
北
大
全
　
団
体
三
位

シ
ン
グ
ル
ス
三
位
畑
中
幸
侍

ダ
ブ
ル
ス
三
位
亀
野
・
畑
中
組

（
以
上
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ー
富

山
市
出
場
）

・
県
民
体
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
亀
野
正
幸

〃
　
準
優
勝
畑
中
幸
信

〃
　
　
三
位
小
原
雄
宇

ダ
ブ
ル
ス
優
勝
亀
野
・
畑
中
組

（
以
上
の
成
績
に
よ
り
東
北

ミ
ニ
国
体
－
仙
台
市
の
団
体

出
場
権
獲
得
）

・
東
北
ミ
ニ
国
休
　
団
体
三
位

（
国
体
－
名
古
息
市
出
場
）

・
新
人
大
会
　
団
体
慶
勝

シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
畑
中
事
情

〃
　
　
三
位
田
代
将
也

ダ
ブ
ル
ス
優
勝
畑
中
・
田
代
組

（
東
北
選
抜
大
会
－
八
戸
市

出
場
）

・
東
北
選
抜
大
会
　
団
体
優
勝

（
全
国
選
抜
大
会
－
北
九
州

市
出
場
）

・
県
ジ
ュ
ニ
ア
大
会

シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
畑
中
幸
何

は
こ
の
ほ
ど
評
議
員
へ
の
ご
就

任
を
委
嘱
し
た
。

（
現
住
所
　
盛
岡
市
大
沢
川
原

3
・
6
・
3
1
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ

ン
シ
ョ
ン
開
運
棉
8
0
1
）

応
援
団
用
「
手
拭
」

お
わ
け
し
ま
す

今
年
、
母
校
で
は
校
歌
を
染

め
ぬ
い
た
手
拭
を
作
っ
た
。
応

援
団
用
そ
の
他
と
し
て
用
意
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
残
部

が
あ
る
の
で
、
ク
ラ
ス
会
そ
の

他
で
希
望
の
方
に
頒
布
が
可
能

で
あ
る
。
今
年
の
同
窓
会
総
会

で
も
好
評
で
、
受
付
で
相
当
数

が
さ
ば
け
た
。

お
申
込
は
同
窓
会
事
務
局
へ

頒
価
　
　
　
　
5
0
0
円

ダ
ブ
ル
ス
優
勝
畑
中
・
田
代
範

（
東
北
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
－
福

島
市
出
場
）

・
東
北
ジ
ュ
ニ
ア
大
会

シ
ン
グ
ル
ス
三
位
畑
中
幸
借

ダ
ブ
ル
ス
三
位
畑
中
・
田
代
租

（
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
－

大
阪
市
出
場
）

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・
高
総
体
　
団
体
三
位

個
人
戦
準
優
勝

兼
沢
利
彦
・
長
谷
川
好
輝
組

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ー
高
岡
市

出
場
）

・
県
民
体
　
個
人
戦
ベ
ス
ト
I

兼
沢
・
長
谷
川
組

（
東
北
ミ
ニ
国
体
－
仙
台
市

出
場
）

・
新
人
大
会
　
同
体
ベ
ス
ト
8

（
県
選
抜
イ
ン
ド
ア
大
会
出
場
）

○
■
球
部

・
高
総
体
団
体
ベ
ス
ト
16

・
新
人
大
会
団
体
ベ
ス
ト
16

ダ
ブ
ル
ス
ベ
ス
ト
1
6

赤
澤
克
公
・
三
上
雄
組

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・
新
人
大
会
ペ
ス
ト
16

0
ラ
グ
ビ
ー
部

・
高
総
体

A
・
B
プ
ロ
ッ
タ
入
善
戟

岩
手
3
2
－
盛
岡
一
u

（
A
プ
ロ
ッ
タ
昇
格
）

・
児
民
体

A
プ
ロ
ッ
タ
ベ
ス
ト
8

・
全
国
大
会
（
花
園
）
県
予
選

ベ
ス
ト
8

0
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・
高
総
体
ベ
ス
ト
8

（
東
北
私
立
高
校
選
抜
大
会

出
場
）

○
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

・
高
総
体
準
優
勝

・
県
民
体
準
優
勝

・
市
民
体
準
優
勝

・
N
H
K
杯
三
位

・
新
人
大
会
準
優
勝

○
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

・
新
人
大
会
ベ
ス
ト
8

○
柔
道
部

・
高
総
体
　
団
体
戦

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

・
県
二
　
二
年
生
体
重
別
大
会

二
年
生
の
部

軽
量
級
　
準
優
勝
由
村
敵
視

軽
中
量
級
ベ
ス
ト
8菊
地
大
輔

・
新
人
大
会
　
軽
中
量
級

ベ
ス
ト
8
菊
地
大
輔

○
剣
遺
部

・
高
総
体
　
ベ
ス
ト
8

二
二
陸
沿
岸
剣
道
大
会ベ
ス
ト
8

0
水
泳
部

・
市
民
体
皿
m
バ
タ
フ
ラ
イ
三
位
庭
　
其
一

訓
m
個
人
メ
ド
レ
ー
三
位

久
保
真
一

・
高
総
体

湖
m
平
泳
三
位
　
川
村
光
利

加
m
平
泳
三
位
　
川
村
光
利

棚
m
自
由
形
二
位
庭
　
真
一

瓢

m
自
由
形
優
勝
庭
　
真
一

朋
m
自
由
形
三
位
久
保
真
一

男
子
総
合
四
位

東
北
大
会

畑
m
平
泳
四
位
　
川
村
光
利

加
m
平
泳
四
位
　
川
村
光
利

県
民
体
　
少
年
A

棚
m
自
由
形
二
位
庭
　
真
一

瓢
m
平
泳
優
勝
　
川
村
光
利

棚
m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
三
位

伽
m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
三
位

少
年
B

珊
m
背
泳
三
位
小
田
烏
良
知

新
人
大
会

加
m
個
人
メ
ド
レ
ー
二
位

久
保
真
一

棚
m
個
人
メ
ド
レ
ー
二
位

久
保
英
一

（
東
北
大
会
出
場
）

文
化
部

○
写
真
部

県
高
文
祭
優
良
賞
古
枝
伸
也

〃
　
　
兼
臼
直
樹

○
雷
道
都

県
高
文
寮
入
選
　
田
村
稔
彦

○
絵
画
部

県
高
文
祭
入
選
　
佐
藤
　
集

工
藤
雄
介

○
将
棋
同
好
会

岩
手
県
高
綾
将
棋
新
人
大
会

ベ
ス
ト
8
内
村
章
艮

O
B
短
信

平
成
6
年

t
伊
五
漕
雷
雄
君
（
新
2
）
執

筆
「
啄
木
の
里
よ
り
の
発
情
」

（
盛
岡
タ
イ
ム
ス
社
刊
）
出
版

祝
賀
会
　
2
月
2
7
日
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
に
て
、
l
仙

名
の
盛
会
。
西
在
家
校
長
、
村

上
先
生
、
井
藤
先
生
出
席
。

■
九
桜
会
（
新
9
回
生
同
期
会
）

3
月
1
2
日
「
梓
」
に
て
、
5
0
名

が
集
う
。
西
在
家
校
長
、
山
岸

教
頭
、
村
上
先
生
出
席
。

■
着
手
医
大
石
桜
同
窓
会
　
4

月
2
1
日
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
カ
リ
ー

ナ
に
て
、
5
0
名
参
加
。
西
在
家

校
長
出
席
。

■
岩
高
第
5
期
・
岩
中
第
2
2
期

還
暦
記
念
同
期
会
　
4
月
2
9
日

ホ
テ
ル
大
観
に
て
、
5
8
名
の
盛

会
。
酉
在
家
校
長
出
席
。

●
胞
江
石
桜
同
窓
会
　
5
月
2
9

日
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
江
刺
に
て
、

松
見
同
窓
会
長
を
招
き
2
0
名
の

盛
会
。
西
在
家
綾
長
、
中
舘
先

生
出
席
。

｛
岩
手
町
石
桜
同
窓
会
　
6
月

1
8
日
沼
宮
内
ヴ
ォ
ー
カ
ル
に
て

1
4
名
参
加
。
菊
地
先
生
出
席
。

t
テ
ニ
ス
部
優
勝
祝
賀
会
－

月
12
日
「
フ
ィ
リ
ー
ズ
」
に
て
。

高
綾
体
団
体
、
シ
ン
グ
ル
ス
、

ダ
ブ
ル
ス
完
全
優
勝
を
祝
賀

し
、
O
B
7
名
が
顧
問
本
多
先

生
を
慰
労
。

‘
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
辞
O
B
会

7
月
3
0
日
き
の
え
ね
支
店
に
て

1
0
名
が
参
会
、
村
上
先
生
、
東

先
生
出
席
。

『
剣
道
部
O
B
会
7
月
3
0
日

「
ま
る
岩
」
に
て
O
B
1
7
名
と

現
役
1
0
名
が
交
歓
会
。
工
藤
先

生
出
席
。

■
体
練
部
O
B
会
8
月
1
2
日

き
の
え
ね
支
店
に
て
、
2
3
名
が

旧
耽
足
沢
先
生
を
囲
み
盛
会
。

菊
池
軍
次
先
生
出
席
。

■
新
1
6
回
生
同
期
会
8
月
1
3

日
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
に
て
3
0
名
が

旧
交
を
温
め
合
う
。
村
上
先
生
、

中
村
先
生
出
席
。

暮
桜
泳
会
へ
水
泳
部
O
B
会
）

8
月
1
5
日
、
O
B
約
4

0
名
が
本

校
プ
ー
ル
で
か
つ
て
の
泳
ぎ
を

披
露
。
そ
の
後
森
林
組
合
会
館

に
場
所
を
移
し
交
歓
会
。
遠
藤

常
務
理
事
、
西
在
家
校
長
出
席
。

■
旧
1
回
生
同
期
会
9
月
1
2 日

、
え
さ
し
藤
原
の
郷
・
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
江
刺
に
て
9
名
の
参

加
。
松
見
会
長
、
遠
藤
常
務
理

事
出
席
。

■
新
40
・
4
1
回
生
合
同
同
窓
会

9
月
1
7
日
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
て
、
5
0
名
の
盛
会
。
新
4
1

回
生
担
任
小
畑
先
生
出
席
。

∫
盛
岡
市
消
防
署
石
桜
会
1
0

月
2
2
日
研
駒
に
て
、
市
内
消
防

署
勤
鹿
の
O
B
1
5
名
が
交
歓
。

佐
藤
先
生
、
高
橋
〓
）
先
生
、

佐
々
木
（
秀
）
先
生
出
席
。

■
岩
手
町
石
桜
会
結
成
5
周
年

祝
賀
会
1
1
月
5
日
花
巻
温
泉

千
秋
闇
に
て
。
ゲ
ス
ト
に
O
B

の
作
家
高
橋
克
彦
君
（
新
1
9
）

を
招
き
、
3
0
名
の
盛
会
。
西
在

家
校
長
出
席
。

■
日
大
石
桜
会
1
1
月
1
1
日

き
の
え
ね
支
店
に
て
、
参
加
者

1
5
名
。
村
井
同
窓
会
副
会
長
出

席
。
後
輩
1
4
名
の
日
大
合
格
を

祝
し
て
乾
杯
す
。

■
新
糾
回
生
同
期
会
1
1
月
1
1

日
「
り
リ
オ
」
に
て
、
7
0
名
の

盛
会
。
村
上
先
生
、
井
藤
先
生
、

遠
藤
先
生
出
席
。
川
村
（
康
）
先

生
は
同
窓
生
と
し
て
出
席
。

■
薪
1
4
回
生
同
期
会
1
1
月
u

日
大
清
水
多
賀
に
て
、
6
0
名
が

集
う
。
旧
職
員
足
沢
先
生
、
池

口
先
生
を
招
き
盛
会
。
高
橋

（
樽
）
先
生
、
中
村
先
生
出
席
。

■
新
1
9
回
生
同
期
会
　
1
1
月
1
2

日
「
申
え
」
に
て
、
5
0
名
参
加
。

井
藤
先
生
出
席
。

↓
テ
ニ
ス
部
激
励
会
　
1
1
月
1
7

日
「
と
だ
」
に
て
、
O
B
6
名

が
顧
問
本
多
先
生
を
囲
む
。

■
紫
桜
会
（
新
1
8
回
生
同
期
会
）

u
月
1
9
日
ホ
テ
ル
大
観
に
で
、

2
8
名
が
集
う
。
西
在
家
校
長
、

中
村
先
生
出
席
。

▼
菊
池
轟
人
音
（
新
空
　
9

月
1
2
日
来
校
さ
れ
、
ロ
シ
ア
文

学
翻
訳
書
3
冊
を
図
書
館
に
寄

贈
。
同
君
は
東
大
大
学
院
ロ
シ

ア
文
学
科
在
学
中
。

▼
金
子
鷹
堆
君
へ
旧
2
　
1
1

月
1
0
日
和
歌
山
市
で
閃
か
れ
た

全
国
学
校
保
健
研
究
大
会
に
お

い
て
、
学
校
歯
科
医
と
し
て
学

校
保
健
に
尽
力
せ
る
功
に
よ

り
、
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
る
。

▼
中
村
纂
明
先
生
　
来
年
二
月

中
旬
、
盛
岡
タ
イ
ム
ス
社
よ
り

エ
ッ
セ
イ
「
ふ
り
む
け
ば
た
か

が
一
匹
の
蝿
」
を
発
刊
予
定
。

大小鋼宴会・榊商議等に
御利用下さい。

御食事5匹
：；： 菅 の え ね 支 店
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